
Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

211

〈小 れる〉保育の糢索 1　一 保育K み ヴる場 の 問 1顯
一

　　　　　　　　　　　　　　片　山　 忠 沢
　　　　　　　　　　　　　　　（契 庫款 育穴掌 ）

　 1、　幺力児荻翁rに みげ る場の ネ晃ま｝、

　幼児款盲の基夲ば、子Z
“
　tの生看琶ふ まえ、そこか

う蜜発ずぺ きだ、匸　
一

　k2　i： 者えうれ ヒい る e

「
幼継周

菰 賛牽鍛」 （平笏〜元年）に み、しへ てる ．生浩重ネkのオ向

ガ示さ淑 1 い る 。そ乳 口、1ミど刻で・チビ芒の 平福な

生、活の ための廛夲的谷 生垢習儂
・
樽度窟餐て る こ 匕が

th　f
“

さk 、が フ、幼稚 圜生珀の全俸耄薀⊥ τ教育再窓

のね ）ゾ が総合的L〈蓮成ざ郵 るぶうな教こ言課程の繍嗣

が 壇まれて ）
へ る 〔前掲 簪3〜千昭

一ヅ 丿 ： t カ、 ら言い う

るであろう、

　さて 、子ビ老の 生塘は、具体現 実の
广

場 s に みい て

営ま乳 み m この こ Y が ら生 垢 に 基ず く幼児教喬に あル
、

て 1寂、手ビ毛 に どっての場 を二冫参えること：汐C重蓴二だ、と

言えよう。L ヵ
丶 し、彳む畏の幼竃教育珂廃尺み酔   臥

幼曙荻 育曳践に勘 ナる場の意啄 它追束 する こ ど ぱ、少

な か．
， たの z

“
lxな い が。

　不厨虞は 、〉ゾ、上 のような問題 憲識 に 基プ い て、か フ

、継続弼窪の く小 れ 3 ＞保育乙の蘭蓮．かう、
「

場 」 に

注 飢 勵 轍 育の あ りよう畷 ろラ t する試み 拓

6。

2 ．場礁 啄

　ざ て．人間が一
孑ビ 熟 ミ匕って毛同様に

一
生老する

巳は．ある蝗間 に みい て生き6 こt 耄意P斥すろであろ

う。換憲すれ ば、わ 欺 冶冬ぱ空闇密鞋敢て織生きう＊

ts　w の であ
’
4．　v 　ts．擁 する

一tflの 老劬 洩 離 離

れ て［貸存不辷しえ te） 
ハ 。従．って、オっ れ ♪卜来1ま空閻 1て あ、い

て 生きるt 耄づほ か ftsい で あ ろう。

　でぱ、劣れわれが乏こに みい て庄 きる望間匕ぱ 、ビ

の ような 毛 の か ．ここ で戚 粉 鯛 の童
・醜 ボ ・レノ

ー
の所誌 ミ彼拠 しつ フ 徹 て ny・　F一い 。

　ボ レノ
ー

は、人聞が生きる不露羅的な場所を
「

家渥 」

匸捉え ．その 家厘の痢丁ろ望闘は数誉、物理 孝k よ る

空間の 觀念匕は異な る 匕 し、その 定間は す樽 て の 点、

す
・ぐて の方 向が 同権 ごある L ＞

・
ラ構危望欠 し

・ 隆室間ず

あ る．巳言づ （？

問 い へ の瓣 e 森〔ヨ 彦懸 o 丶訳 、「島

書店 13。 x
・
　
一・　〉

’
）。確が に．＊フれわれが 生君 を營ん て％

る糎 は．鮪 物理臨 r末鮪 する空間て
“
iaある．し

か し、そ）に巧 
・ て

「

生沽 する 」 t ）
’ う薦か ウみ 来ぱ

、上 妃 の祝 蕉かうのみ 頑 ま寒度 の 意咏1ま提 ええぼ い 。

だか弓ミ ？、ド ル 1− 11、わ れやれの β学生活 が営ま

れ て い る具体的な室間、巾 淑 冶斗t によ 、 て生 きられ ，

イ轢 さ斗L て い 確 闇 擁 緬 硫 訓 ・ 1ま．わ締 描

まずこの柚 蒙的 は図弍か ら解旋 ざれ な く て 藏 な うな叭

．t す る の である 嚇 嚇 i3P・xe一ジ
’
〉・

　この表明IA、人間に乞 って 重蓴ね の は数的物躍 如 裏

屋繝 な の で rさな く．その姫 鯛 1こ みい ひ か な る

1主謝  塗が なさ承 て い ゐ か．t い う生活内実宮間うt’

のであ っ夫 。｛ して ．その 生活 再実亡は、端的に 言え

ぱ ・
住 も ． こ 匕 て協 ・た詩 ら｝r　2　ft．1 こに言づ

「

佳 む ． し 甑
「

宴全 ． 1て 、
冖

宴 らぎ」 のう考i：tr． ．
一．
”6し

うる こ とである 〔前嶇 書 「37 弋
一ジ）e 　し Z二み る ヒニ、守

鉱 してヰら 鈎 ある生3能 燬 する冒 辷む
一
場 頓

つ こ t が六切 tな る。この理 直幼 児 の 世界k も執 ・う

るこピであっ て 、幺刀児ヵぐイ主壱場 霍い か に して 用意する

かh〈．幼 縢 実踟 凋 わ糧 、熔 ・ て よ　LA であろ

う．

　3．場」）．二 重性
幼 児〃喉 む瓏 用鮒 る忍 哮 味繍 産 し鰍 ．

その 場 直時間
・蛍問に あ・い て 、烈 t ぞ黙 二 重性 き異え

てい る。それ 」かえ1く 、从 下 に 毎 い て こ の 両丿看の 二 重’

庄

K つ い て 毒説 て みきたい ・この方療を進 めるこ 匕 によ

っ て、幼児教7育尺あ
・Lナゐ場の意義望よ リ日月らカ

・
に L う

る．と 君えるか らであ 79　．，

　θ、場 の空閥靭 二 重桟

　irN ）し ！
・−

IIど っ て 、ノL閉バイ主C・t し（ うの19、　まずで可

か て
“
L7M られ た空賜の丙で 、9 うぎのうう に 生活 する

ユ で あ ． 天 謡 糒 ま ん 彼に み レ・ て 臥 区切 6＊

菰 与らどの空間のヤで のみ人間ぼ †分に杯 悠セピ る こ

と 櫨
“

きるし 一蠏 嬢 ’択に し 魯魂 新郁 弱 ユ

ウcで き る、と秀えうれ るが ゆ えであ っ た 〔前揚書14ら

ペ ー
》つ 。 ここで違 目ずぺ き劇甑

厂

臼己 セ新斥にす

働 L い う： ど であ る．人 聞はい つ t　ts　L7 セ新たに し

つ つ成長 して い くが 、その 成黄ぱ区切 う水た場の体験

匕離れて臨蹴 く の であ ゐ。

　 L か し ．場に 【よ珂か物 ［1 よ っく物理的に て
゜
ぽ な く ，

意識 1：毋い て境塀次き匙げら札 た匸言 ヴ て よい 場所があ

る．それ 髦関ざさ激帳場 t 言 7 て青≧づ、この閉さ
“
さ

k た場 ほ 、た と えば 生♪舎・遊 が
’
ゲ ー

ム に あ
・
け殉

「

も
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暢 ・ 脱 訃 う猛 の て
“
ある。この鯲

“
鰍 た♪撫

　・そ こ に い る当事潅だけ力疫 駝 でき．生塘 で きる と こ

　うであ ゐ。こ の 蓋 ほ ．物 理 的に 区切 う氷 た場 i：9i’い て

胴 げ あ2k．・げ 取 眺 鴛 乏 幺刀り欄 責 滌

綻 の場［読 収 汰 脚 鮹 饕 勉 して ）・〈．その

服一リR あ・い て、人間ぱ場にあ
’
い てある存仕 〔場折的白

　己 ）であ る （」： 田 閑礁 守
場 Ml　n 弘 文堂）。

　 云た 他方で・場に 区 切 られ
゜
民『ざざれ た室間 世甼か

B、他 の鱒 堺 へ 岨 じ謝 ゆ く面乞tT）．ncル ノ
ー

も 哀屋に は壁↑屋鰻 とし
＾

・ π内き啌間 ビ雉啌聞
の仕切 りが あゐ 於、井 に 開けゆ く 訟 入 ［コが あ る こt9

挙げ てV6 （噛 蹟 ・ 教 郁 B3 ペ
ー．

　〉
“
丿．れ マ

・燗 ぱこ轍 入 U 樋 し て曙 切輙 た場礎 称
　ら区 切 ろ熟 さ拓 外 （場）

’
xth て、煮

凵
〔い 体験之するせ

界へ t 開か木マ い く ので あな。これ ぽ新 し1〈 tSL7の場
を毛 つ こど 乞 鴛咏す4．関さ幡琳 た場に お哩 蒔憎
1ま同じである。　

ド
t ち場亠 1ま、空欄 墓移動すること．に

よ． て髄 に 峻 紡 。
しカ・ t．物 献 こ

“
と庸 し

岶 己の 場 ⊂よ 躙 鑼 暢 帽 ）驪 見L 親 藤
」検なする。

　 こうして、人間は以 前ZilL異ts　．芦 ．そ こに 聖 lh
新 tい ｛ヨ己 （肉己獄 ら♂る 曽己・前掲書♪匁昆治すの

碕 を し て 鮪 乙 ．脚 煉 噸 誉 斗丈た場 1ま、い

つ て呪 人間乞新 しレ局面 ヘ ピ 導召 い て い く
r
開けユ 〔前

輝 ）呵 能讎 も て 賄 誕 言える。徒一． τ ．幼

児教育1：　S’い マ t 、この こ泊 ： 跳 旦して ，子ピゼの 生

渤 噺 しし喝 面へ 囎 暇 ）丶 くような凝 ∫臆 茜 こ

と腰 鉢 るば 叔 き斌 、そ の よ悔 叡 ふ擬
せ b こ t がk．9tsの である。

　 2），場の呼聞的 ス 重性

　躙 雌 越 嫐 ま嘘 駆 日嫺 カミ庚差して 嘱 ，そ

激 ゆ えに 、輔 を鱒  しt：場ぼ秀えら取 甘 い。rL
こ ろ

で ・時闘 瑠 卜止 峨 い． 1 の こ t ・it、ら ．暘 の晴洳 飴

刻 践 碣 じで綱 ・へ ・従 ・ て，上昜に鋤 る蛋謝 蠑
【ま・外更的 に 1空同 じ彡荒判 ζみ 之な 力呂 、その実、一時
・乙し て質磁 恥 で ltts い 。辱 ずる民 囀 1舗 塊

力ぐら、瞬 時に し嘘 へ 劫 ，購 1く虚 の宇財 力、 i・int＝

Ψるの であ る。そイM ま
「 ig　At 「

虚 A の範えざる入 来

替わ りである。そ歌 ［Lま斥、
「

气F亀読 」 の
厂

連続 」 z
“

あ る（0・瓦 BD幽 ・。明 ffXl　s　te・nz
尸
h｝i。 5 。 ph；e 啾 d ρa・

daeOfl：k’・Kvl“　laa：H　i“ e　r．　s　959．）・

　場 が この よう に 時間的こ 宙控 亀老つ 曝ソ．人周の生

祐
一
幼 児 の 分 おt 一ぱ ．この 二 重性か ら逃激 う水 な へ

それは ．ある場で の
广

今 s の 生が 瞬時 1：去 り ．同 E手1；

見嬬 か 訴 沫 瓢 の 生が あ る L ” づこと であ る。

一う　し　て、　人．閤はV、
っ で託王毘実在で あ V 惣 力ぐら、　また

い つ
一
覗 朱来k 開か爪 た存在であ る、だが 、豊か ra＊

釆に 闇か求 るの は ・ 理 石≧乞 よ く生 きる こ 匕が 薊蒔是匕な

る・ん ソ
ーOW の   エ ミ 司 砧 瞬 ・

・て 、； t
’
t の

「

王駈 遂 蝋 した の L ．ミの麟 1・あ・

い てであ る．
して み ると．子 ピ若の現丘 の 生it　Pt．豊二か ぼ禾来に フ

ね鴆 て い く ような場 鯛 憲 し．そ の 励 ・．麹 ノ r、 取

させ る こ ど 瓜 幼 児繍 に ヒフ て 鱒 匸 欝ろう。

　 4 ．場 、＜＜小 れ る〉幼児孝賄

　 臥 上」て ・人悶 は 前磁 の 場 裳　E して歳長 して い く こ ご

皀艫 Lた・こ の こ 匕 か ウ、劾 児放却く おい て モ、場
の 易リ方裳考： え、実詠ぱ て い く こ ど隊重覃 ぼ こ とであ

る6 し力丶 し、　 グの よBな場力ごチ匕
“

老irr玉 ざ著っ L し
〈力丶を

琉 あ るの 隊 一蓉易獄 こ ど で はな い A

　 ここ で胤 幼 藤 骸 戲 の基本たりうる酵 え林
る蔦 它築押 み た い ．

　その
一

竄 、手ガ も尺 ち カけ 分 に 萢 ・
ミ る空間力。 Ψ蕚だ

・ tv 、うこ 乙である．これは．数尺で元気に蓮べ る聖

閹・一人で卿驚さ小 ず凄心 して遊ぺ る空閹バ崎 躯であ

る・ピ い うこ ピで あるq 〈．H．り一
巴 宮本・誓令 訳 匣

新版

幼殺脇 フレ や レ館 彳1〜伽 へ
・一

幻 ． Y・9）たdi，・］（・）X 、
た とえば課 賓室砿 啌 間怜 晒 蝶 ．しカ・ 囑
が れ．夫幾つ 力丶の 「莖囓玄用意するこどマ

“
あ る 。 このこ ピ

に よ
ワ て、｝号の空闇的二 重性 の

「

閣 1ナ」 セ肅笥く する

か うで ある。

　そ の二 ば 、子 ガ もの篭勧の聯 蕣と tEi
（．　1：fiPt．が フ

・活動力む景まるように易〔苡を用意するこ t ゼあ る．こ

の9 うぼ教篇が用意さ）n て い ゐ場 にあ・い てこそ、場の

日寺間靭二 重1性 の
「

閣【ナ凋 をL弓「負きk するの である。

　ま尺・伺 噂 貅庁へ 、〈 V　sigし 園タト保蛮するrtt 、
秘 抹 晦 の 柳 変切 蜘 らt るt・“e．，　1［．　｛の 場

に 3弛す ゐ
「

閙ゆ 」 セ体毅させ るこ どに な る。

　ゼ の …乱ぱ ・子t
’4he 〈宴らぐ冫場髦 っ く る よ う努め

ろ こ K である。フ レ
ー

へこ〉レは．不等の」尼th♪N・L　i才　3L　t
“
　t

莫目の人間的鞳窪ノのやカミみ を麦矛） し てい る、と L て い る

（駄 閣 の教 嘗e ）。こ取 1好 四 1認 ． 1 ，く＃G9
ン於 い か に 穴切 か 皀禾 し た 毛 の である n 子 ビ もば、く

守らざ
’

冫 の ある囑に あ
’
い て 、あb い t［’tの場 に ふ＊Lて

人Panfisに豊力・tなり うk の である。

ン人上．の こ と 髢効罪あ ら しあ る こ t ぼ 容易で蔵な いバ

．絶 えざ ゐ友雀の毛 ti ： 実sx’t　）ttる ほ か ぼ い で あ 5う

その 眼．り に わ い て新 しい
「

閣 ゆ 」 バ 吁能匕な るだ うう
カ、 う て

噂
ある 卩
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